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決勝’回戦下マーク，スピードに乗ったディクソン艇がギルモァ艇の内側へ突っ込む

なった香港のローレンス・ミードを本戦レースは，各チーム総当たり

加えて，計6チームカ梅外からの招のラウンド．ロビンで，まず行われ

侍である。た。この戦いで，クリス．デイクソ

日本勢は，圧倒的な強さで国内予ンは7レース全戦全勝。世界ランキ

選を勝ち抜いて来た，南波誠チームング，位の貫禄を見せた。デイクソ

(NCAC),そして本大会の主催ンの宿敵ピーター．ギルモアは5勝

者で，ホストクラブである葉山マを上げて2位。以下ラッセル．クー

リーナヨットクラブからの選抜の，ツ，ローレンス．ミードと続き，世

戸谷嘉男チームの2組。国内外総勢界の強豪を相手に善戦した日本の南

8チームの組み合わせによるレース波誠は7位，戸谷嘉男は8位という

展開となった。結果であった。

今回のレースの特徴としては，まこのなかで注目すべきは，香港の

ず使用艇が前回のヤマハ30sから，ローレンス．ミードの活躍である。

ひとまわり大きくなったヤマハ34sミードは，ギルモア（世界ランキン

に変更。クルーの数もそれにあわグ3位)，ラッセル．クーツ（世界

せ,1人増えて計6人となったことランキング2位),ピーター．アイ

が上げられる。艇のポテンシャルがスラー（世界ランキング6位）と

多少高まり，クルーの人数が増えたいった世界ランキンク選手を次々に

ことで，より一層のチームワークが破り，金星を上げた。

要求されるようになった。彼は昨年の本大会では，日本勢に

また，クリス．ディクソン．チーも負け，総合7位という成績に終

ムに,NCAC/ニッポンチャレンわっているだけに，海外招待選手の

ジから2人の日本人クルーが乗り込なかでは，いまひとつ話題に欠ける

むこととなり，その活躍が大いに注選手であった。香港のレーザー級

目されていた。チャンピオン，イギリスのJ-24な

NORCが共催となった，本年度

の「ニッポンカップ」ワールドマッ

チレーシングシリーズ第9戦は，国

内予選が11月10日から11日まで，そ

して本戦が11月15日から18日までの

日程で，例年と同じ神奈川県葉山沖

にて開催された。

ざ乍年の本大会は,12ﾂくを越える強
も吹いて迫力に満ちたレース展開

となり，テレビて癖見ていた人も釘づ

けとなった。しかし今回の本戦は，

すべてが微風でのレース。それで

も，世界ランキングに名を連ねる猛

者たちによる，全力を注いだ一流の

テクニックは，観戦する者を十分に

魅了した。

クリス・ディクソン（ニュージー

ランド/NCAC),ピーター・ギ

ルモア（オーストラリア），ラッセ

ル・クーツ（ニュージーランド)，

ピーター・アイスラー（アメリカ)，

エディ・ワーデン・オーエン（イギ

リス）といった世界ランキンクミ上位

者，そしてランキンク20に入ってい

ないものの，昨年に引き続き招待と
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決勝最終戦スタート前の激しい競り合い。この直後ディクソン艇は下側へまわりラフイングをかける

らびにエッチェル22級チャンピオンには宿闇胴士である，クリス・デイ

で､，チャイナシー・レースやケンクソンとピーター・ギルモアが選ぱ

ウッドカッフ。などで活躍している選れた。

手だが，マッチレースのキャリア決勝の初戦をものにしたのは，ギ

は，国際レースとしては，このニッルモアである。l周目の下マーク回

ポンカッフ。と地元のホンコンカッフ。航の際2艇身サークルぎりぎりの

のみて鹸ある。ところで，しているかどうかの判断

前回からわずか1年という短期間に迷うほどのオーバーラップ･を取ら

のうちに，相当腕を上げたと言わざれ，無念の270．ペナルティを課せ

るを得ない。他の海外招待選手が，られたギルモア。しかし，その後は

いわば皆プロフェッショナル・セーランキンクミ上位者らしい冷静なレー

ラーなのに対し，ミードは平日オカス連びて､､，先行するデイクソンを捕

に上がって普通の仕事をしているアらえクロスフ･レーに持ち込んだ。

マチュア・セーラーである。そのこここて､､，デイクソンの得意とする

とを彼は強調していたが，だからと急激なラフイングを寸前て叡かわし，

いって負けて当たり前とは考えてい的確な判断を見せたギルモアは，そ

ない。むしろう｡口たちを相手に，負のままリードを終始保って，ブイ

けてなるものかという闘争心がひしニッシュ。デイクソンに対して貴重

ひしと感じられたのてある。今回のな1勝を手にしたのである。

経験を基に，これからの活躍が大ぃこの時見ている者は誰もが，次の

に期待て．きる選手て､､あろう。第2戦はエキサイトする好ゲームに

ローレンス・ミードを含め，ラウなるだろうと期待した。

ンド・ロピンでL上位に入った4名にしかし内容的には，スタートで完

よって準決勝が行われ，翌日の決勝全に遅れを取ったギルモアには良い

ところが見られず，ディクソンのワ

ンサイドケームとなってしまった。

ディクソンはスタート前から積極

的にギルモアを攻め，サークリング

の動きを見ていても，その熱気がギ

ルモアを圧倒していたかのようて、

あった｡ﾅﾝバｰﾜﾝの意地執全
を見せつけたスターティングであ

た。

最終の第3戦スタート前の，こ

れもまた微妙な位置のラフィング抗

議が認められ，第2戦同様ディクソ

ンの一方的なレース展開。白熱の

マッチを期待したギャラリーには

少々もの足りなさを感じさせたが，

ディクソンの勝利への執念と，ルー

ルをもって相手を制すほど，ぎりぎ

りまでポートをコントロールできる

直感的なハンドリングは見事と言う

べきて､あろう。これでディクソン

は，昨年に続き2年連続優勝の栄誉

をものにしたのである。

PhotosbyKIchikawa
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関東支部

ブルーノート

カラス

キャピテーヌ
年間賞3位を獲得するのも大変ですよ。女房と私の年

齢を合計すると何歳になると思いますか？まあ，月並み

な言葉ですが，無事故で良かったと思います。勿論来年

も頑張りますよ。『釜山～博多レース』で一度優勝して

みたいですね。オーナー松雪満

'90年■の

ス ●

「'90年もっとも活躍した艇」を各支部より

選んで頂いた。なお，締切に間に合わなか
←

海太朗

ステラ
コメントですか？よくぞ聞いて下さった1今年は他

のレースを捨てても玄海支部主催レースには絶対優勝す

るぞと，年頭から心に決めて頑張りました。その合間を

ぬって上守ツグポートにも出場しましたし，平戸レースと

唐津レースは優勝でした。振り返ってみるといろいろあ

りましたが充実した楽しい1年でした。

オーナー村山末明
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った支部,錨コメントは残念ながら割愛

させて頂いた。ご了承願いたい。
_j、望言

へ._

内海支部

スウィング
本年は優勝（『ケンウツドカツフ。』），ディスマスト

（『ジヤパンカツフ｡』)，と天国と地獄を見ました。残る人

生，平穏無事に参りたいものです。

オーナー鈴木重行

ミネルバ
へクルージングの楽しみは，美味いものを食べ，酒を飲
，温泉に入ることである。オーナー貴伝名一良

近
畿
北
陸
支
部

ラ
ヴ
ァ
ラ
ッ
ク

Ⅲ

クリークV
今年は『関西ミニトン』を制し；全日本では3連覇

を果たし大満足の一年でした。オーナー入江学
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三

一一一二

"BOY'

"SYLPHIDES'',｡海太朗V”

サントリー株式会社協力写真/添畑薫

1990ベストヨット･オブ･ザ･イヤー
の栄冠は"SYLPHIDES"に／

海事思想普及委員長朝河清

本部帆走委員長宮坂敬三

本誌既報の通り，レースの活性化（内海）スト3戦（出場義務）のポイント合

およびレース愛好者の底辺拡大を主第4戦駿可湾シリーズ(騒可湾）計の2つを原則に権利魍8艇を対象

眼に今年度の本部企画として,BE第5戦BMW関東選手権シリーに規定のポイントによって当委員会

STYACHTOFTHEズ（関東）による集計の結果今年度の最高得

YEAR(年間最優秀艇）のシリー第6戦鳥羽パールレース点は関東支部の"SYLPHIDE

ズキヤンペーンを年間にわたり展開（本部)S"(49ポイント）が衛号し,1990

しました。このキャンペーンは，第7戦東海チャンピオンシリー年BYYに選ばれました。{{SYL

レーススポンサーとしておなじみのズ（東海)PHIDES"(蒲谷和行オ

総合飲料メーカー，サントリー株式第8戦JAPANCUPシリーズナー）はSAILNo3002,FARR

会社の全面的な協力によって開催さ（本部）％で関東支部，本部レースのほとん

れたもので,最終戦の小網代カップ第9戦神子元島レース（関東）どにエントリーし，不動のメンバー

レース（11月3日スタート・関東支最終戦小網代カップ（関東）で常に上位をキープしているおなじ

部主催）をもって今年度の全シリーの10戦で構成されました。みのIORレーサーです。「関東で

ズを終了しました。、各レースには，レース規模に応じ一番練習しているのはボク達です」

1990BESTYACHTOサントリー飲料（ビール，ソフトドと豪語するだけあってオーナー以下

FTHEYEAR(略称BYリンク,スポーツドリンク）力現物抜群のチームワークで今年も大活

Y)は,NORC加盟・登録の10提供され，それぞれパーティ，ある躍BYYに輝きました。

Rポートが対象となり，年間10戦のいは投げ込みサービスなどに活用。なお,2位は"BOY"(41ポイ

シリーズポイント制で争われました。各地で好評を得ました（一部地域でン卜)，3位は“海太朗V(40.5ポ

シリーズ内容は手違いなどがあり，ご迷惑をおかけイント）でした。

第1戦コルムフリートシリーズしましたことを誌面を借りてお詫びシリーズ終了にあたりシーズン中
（内海）申し上げます｡）多大なご協力をいただきましたサン

第2戦対馬レース（玄海）注目の得点争いは①ジャパンカットリー株式会社ならびに各レースコ

第3戦オレンジカップレースう．出場を第一条件②10戦のうちのべミッテイ各位に御礼申し上げます。
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第一回くらはし杯安芸灘ヨットレース
呉フリートキャプテン山下文徳

11月3H,4日の両日，安芸灘は

倉橋島沖にて，地元倉橋町，漁業組

合，広島三菱ふそう自動車販売㈱，

広島フリートの後援，支援を仰い

で，華やかに，そしてローカル色豐

かに開催した。

（舞台）

歴史に造詣の深い皆さんは，天平

・平安の文化をもたらした遣唐使船

をご存じと思います。ここ倉橋島は

古くは長門の島と呼ばれ，これらの

へを誕生させた地であり，万葉集に
も歌われた瀬戸内海国立公園随一の

景観を誇る白砂青松の歴史とロマン

に満ち満ちた島て領あります。この素

晴らしいi掘或で，第1日目は島廻り

レース，第2日目はトライアングル

レースをオーフ。ンクラス，オフィ

シャルクラス各々別のコースをス

タート時間も変えて実施しました。

（レース）

第1日目はオフイシヤルクラス22

艇，オープンクラス26艇の艇団が小

島の点在する海面にSE5ノットの

風にスピンの花を咲かせ，時には無

風に花をしぼませながら，のんびり

とクルージングがてらのレース展開

となり，コース短縮はオフィシャ

ヘ,，オープンクラスとも，はるか離
れた所にフィニッシュラインを2つ

作るという運営サイド泣かせの幕切

れとなったが，第2日目は，前日と

打って変わってN20ノットの強風，

降雨の中のトライアングルとなり，

本部船のアンカーがひけたり，マー

クが流れたりで，予定よりも30分遅

れて，オフィシャルクラス17艇がス

タート，さらに15分後にオープンク

ラス14艇がスタートした。

さすがオフィシャルクラスで参加

した全艇はスピンを展辰，時折りの

ブローは30.ぐらい振れ，プローチ

ング合戦は見ごたえがあった。オー

フ。ンクラスはスピンを破った1艇を

除いて、レギュラージブにリーフを

し，無理をしない走りでレースしな

がら，オフイシヤルクラスのレース

を観戦ﾌｧｰｽﾄホーム艇は1時

間6分の短かいレースであった。

（パーティ・表彰）

町役場，仲間うちの市林鉄工所，

マリンクラフト風の子，その他多勢

の献身的協力を頂いて，300人分の

料理を用意した。賞品はカップ･の数

28ケ（第1，第2レース×オーフ･

ン，オフィシャル)。副賞は全艇に

ダブルで行きわたるだけ用意

会場は万国旗で囲まれた鉄工所の

広い工場敷地で，呉フリート事務局

長の山本電気社長が用意したカラオ

ケセットをフルに使ってののど自慢

ありて､､，普段静かな万葉の島は夜遅

くまで300名の若者，昔の若者の熱

気で包まれていた。

（レース後記）

第2レース当日は，細''’1沖から東

海にかけて，台風並に発達した低気

圧が北上中て､あり，中国地方て､もタ

グボートの転覆事故その他i罐佳が発

大カラオケ大会と化したパーティ

生していた。

倉橋島沖でも，レース中のヨット

“ジロー”が岩場にとり残されてい

た釣人を発見，運営船に無線連絡，

これを受けて救助に向かったとこ

ろ，やっと磯渡船が到着，足もとを

波に洗われていた2名を連れ帰った

事や，レースを終えたヨットが，エ

ンジントラブルて漂流中のモーター

ボートを曳航して港に入り，他の

ヨットマンの手で修理し，ポートマ

ンに大変感謝されていた。

広島のヨットマンのシーマンシッ

プ。を改めて認識した次第。

【オープンクラス】修画|頂位
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TRI'IDN

T-FAﾊn割Y

ジロー

NASA

サミーI

號丸

オンド

パニータ守シクス

ァルパィンIII

九嶺

VISCONT

坊っちゃんEXP

エアロス

【オフィシャルクラス】修正順位

１
ス
ー
９
通
ｕ
蛆
過
４
６
３
町
吃
姐
加
皿
５
２
岨
７

第
レ

２
ス
ー
ｕ
５
昭
４
鴫
２

第
レ艇名

キラウエア

ホワイトホース

光

海星丸

卑弥呼

アルゴノート

スピカ

バジェナ

トムポーイ

国士無双

グランドァヤ

NENE

ディンフ。ル

カラコルム

美美

VIC'IORY-GEN

ST,MAPLE

パイドパイパー

ノラ

KAZAHAYA-III

９
｜
魁

妬
一
加16

四
一
躯
－
８
－
７
｜
照
一
皿

皿
－
２

加
一
胆
－
７
－
８

’
７

蕊
玲

'10３
３

１

２

６
－
華
３
’
－
１

１
－
８ 1ワ

エ臼
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壷 西ヨットクラブ
第9回ポイントレース//第4回ファミリーレース

連続して近畿に襲来した台風も遠

くに去った初秋の10月28日，『第9

回ポイントレース（委員長原均運

営)』と『第4回ファミリーレース

（委員長長谷川宗雄運営)』が行わ

れた。天候は晴，雲はあったもの

の，絶好のクルージング日和。

前半は超微風で不満の声が多出し

たのだが，皆，元気いっぱい。

ウイークエンドになると雨という

気象状態を，恨んでいた数週間の欝

憤を晴らせとばかりに，一斉に出港

していった。

11時30分スター|､の予定だった

が，風待ちで､10分遅れ。

どなり声があまり聞こえない，珍

しいスタート風景だった。

2レース同時スタートのせいて鹸は

あったが，本部艇が心配したのは，

この風模様，果たしてフィニッシュ

出来るかどうかということだった。

ポイントレースには，

“カリーニョ8”（古川浩二）

“サチ111"(福原幸洋）

“チャチャ”（山村彰）

“トライアンク、ル”（長谷川隆男）

“トムポーイ3”（本田実）

“ピエロ”（岩本圭司）

の6艇が参加した。

函寺ちの後，ゆったりとスタート

優勝は『鳥羽パール』優勝艇の

‘‘サチ111",同じ鳥羽パールでの優

勝挺“カリーニョ8”はファースト

ホームで2位に入った。

一方，ファミリーレースの方は，

参加17艇，海外レースて愈勇名を馳せ

た，“ノミ6”と"CAZA7",

関西地区では知らぬ者なしの“タッ

ク”を始め“酒楽”，“道遥遊”，

“アンタレス”，“フリッパー”

“ほろにが”，“エーゼット・ロー

プ。”，“レデイーホーク”，“オテ

ントサン”，“フェリシモ”，“チ

ロタン3”，“ベラ”，“チビ

ラ”，“六兵衛”，“ソルティレ

ディー”等のヴェテランが帆を並べ

ていたが，そこはファミリーレー

ス，久しぶりの好天に恵まれての，

のんびりムードがいっぱい。

セットしたセールは交換不可，ス

ピンオ､一カーの使用は禁止というユ

ニークなレース。スキッパーが女性

だとハンディキャップ。がもらえる。

参加艇が，下マークを廻る頃に

なって，やや風が出る。

フイニッシュは8艇が団子状態てﾞ

ゴールイン。

侭勝は“酒楽”。2位が，“道遥

遊”で，共に女性スキッパー艇だっ

た。途中では大声で最下位争いを標

楴していた2繩ごった筈なのだが…。

ファーストホームは“フリッ

ノ、－。”。“トーゴ”のクルーが乗っ

ていたのだが，順位は4．昨年の

マッチレースの使用艇“アンタレ

ス”が3位に入る。

安全航法や遭難予防法を身につ

け,操艇技術を高めるための,関ハ
ヨットクラブのポイントレースは，

昭和47年6月から開始され,50年に

は得点方式を導入,NORCのTC

Fを採用して第1回が行われた。

レースは年6回。その後，52年

に，年12回になる。

昭和51年からは，『大阪湾レース」

が開始されているが，これは，ナイ

トセーリングの練習と夜間の海上交

通ルールの実習を目指したもので，

これの参加艇には，ポイントレース

2回分の得点が与えられた。

57年，レース委員会力誕生，さら

にレーティングも明確化されて，充

実したレースが実施されるように

なった。
へ

こうして毎月実施して来たレーー

の積み重ねが，クラブ員のマナーと

技術を向上させ，国内はもちろん，

海外のレースに船いてKY.Cの名を

高めることになったのである。

ファミリーレースは，昭和56年の

10月から開始された。

このファミリーレースが委員会と

して独立し，クラブの正式行事とし

て運営を始めたのは57年6月で､，以

後，独断と偏見を大幅に取り入れ

て，どん悲艇で参加しても楽しめる

ように，女性にはボーナスを，又，

レーティングの変化もしばしば行

い，クルージンク派の艇も参加出来

るように取り計らった。

平成元年からは，ファミリーレー
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ス・オリジナルグラスを用意し，優

勝艇には4本入り，2位3本，3位

2本，参力艇には1本と，グラスに

鮮やかな線を入れたものを提供して

喜ばれている。

前回優勝挺に，いろいろと自慢の

ドリンクを作って頂いて，レース後

のパーティで，そのカップ｡で楽しん

で頂くことにしたのだが，自‘|曼話が

でたり，泣き言がでたり，グラスを

巡っての話題には尽きるところがな

い。

K.Y.Cが今後とも，歴史と伝統の

上に立って，我が国ヨット界の繁栄

への一翼を担って行くためには，会

員一人一人の技術向上を目指して，

会員全員の相互信頼とボランティア

精神の高揚こそが肝要と考えている。

レースに限らず，クラブ行事の充

実とその運営に力を注ぎ，内外の

ヨットクラブとの友好関係を高める

と同時に，海外のヨットクラブに見

られるようなホスピタリティをもっ

ともっと育てていかなければならな

いだろう。

創立27年，海外のクラブに上陳交す

れぱ，その伝統はまだまだ幼い。

ポイントレースの参加艇の減少を

憂えている反面ファミリーレース

では，賑やかさの中に，毎回，心温

まる’和やかさと感動を味わえるの

が，非常に嬉しいことである。

子供や孫の代になって，わが

K.Y.Cはと，胸を張って語れるよう

に，そして，会員て癖あることを誇り

とし，名誉に思えるクラブであるよ

うに，尚一層努力精進し，頑張って

行きたいと思っている。

麺
霧
（ NORC保険デスクより

韓

ロ

ｉ
訓
・事故はレース中に起きる!？

識斑

た全国海難防止強調運動の直前に公

表されていましたが，航行中12件の

事故の内，レーススタート海域への

回舸1寺1件，レース後ホームポート

ヘの帰港時1件と，レースという特

有の緊張感と解放感に起因する事故

が2件含まれています。

今年は再三上陸した台風による事

故も多発し，保管中の風水害による

損害も発生しています。

支払保険金の数字につきましては

見込額で算出したもの，見積すら出

ていないものもあり，かなりラフな

数字になっていますので､，参考とし

てとらえていただきたいと思います。

なお，海外ヨット保険による事故

につきましては別表に含んでいませ

んのて､ご了承下さい。

会員の皆様それぞれに，別表を考

察していただき，各々で安全への認

識を深めていただければと思います。

この1年も，保険デスクをご支援

この1年間の保険事故について，

その発生状況及び保険金支払いにつ

いてお知らせします。

事故総数は20件で，物損事故18件

（賠償責任事故は重複事故で1件）

傷害事故2件の内訳です。

事蜘犬況は別表のとおりですが，

事故時間帯と事故海況別の発生状況

を，保管中・航行中・レース中に分

類した事件件数と支払保険金の結果

です。

事故原因は，デスマスト・座礁・

衝突・強行操作等様々ですが，どの

ような感想を持たれるでしょうか。

､NQR･ヨット保険の加入状況は
ン一サープラン24％・クルーザープ

ラン76％で，クルーザープランの支

持を多くいただいていますのてゞ，

レース中の事故件数が少ない気がし

ます。

事故の70％以上が人為的ミスとい

う見解が，本年9月に全国展開され

いただき，ありがとうございました

卜H体窓!'NORC保険デスク
火乃(郁丁代'11lx刺lIII1釧町1－9大理ビル
束南興庶株式会社東成営業所内
扣当:イl光庄子,艮尾光
TEL：0120-024410FAX:03-291-2289

NORC認定代理店一覧
－，－

名称・会員名〒住

㈱石川保険107来京

’1f務所赤
石川外AIU

1990.6.1現在

所|TEL･FAX

107来京郁港区

赤坂3-1-2

AIU赤坂ビル

７
３
９
０
２
２
６
６
６
４
８
８
５
５
３
３
Ｏ
０
Ｔ
Ｆ

210横浜市鶴見区

市場大和町4-l
仙台屋ビル202

(ｲ11オフィス

・マリン

ニ階堂隆

７
６
４

７
０
９

３
４
８

５
１
５

３
３
１

０
０
３

５
５
’

一
－
８

５
５
２

４
４
４

０
０
０

Ｔ
ｌ
Ｆ
Ｔ根岸

保険11務所

根岸代樹

1981予梅市新町

848

新町台ﾏﾝｼｮﾝ107

107束京都港区
赤坂3－1－2

AIU赤坂ビル

㈱

ピーアイエー

秋岡康夫

１
６
１
９
４
６
４
２
６
３
８
８
５
５
３
３
Ｏ
０
Ｔ
Ｆ 1

07束〃糊;港|ﾒ：
赤坂3-1-2

AIU赤坂ビル

Ｔ
Ｕ
１
＃

イ A

代即hIi

lI'1:樹

T：03-583-0783

０

６
５
９
６
２
６
６
｜
’
ｄ
園

川
玉
（
５

８
５

Ｆ
Ｏ
｜
’
５

，
．
４
帆

０
０
Ｆ
Ｔ230横浜I|j鶴見区

卜永吉1-8-l4
岡安ビル202

(ｲI)タケウチ

エーンェンシー

竹内‘膜 ６５
７
６
１
６
０
函
２

４
－
８
１
５
１
－
９

５
三
４
６
０
０
Ｆ
Ｔ樅岡投‘‘if

保険サービス

樅lMI緋､ド

538大阪IIj鶴見lメ

浜2-4-47

８

９
２
４
９
６
３
１
｜
’
１
１
８
１
｝
９
２
’
４
６
５
０
０
Ｆ
Ｉ保険の

カトー

加藤幸雄

422静岡市石田

3-15-5 F：0542-83-1316

]06束〃{郁港区

i村I1jlll3-8-l4

パーク青山

r・I・C

II1llj斎英

r：03-405-8269

175半llIlIj亀崎

6-80-M

KATO

加藤繁雄

I、：0569-28-2340

NORC国内ヨット保険事故状況
(90.1.1～90.12.1)

733旗烏11丁餌Iﾒ:

人:満町3-19

ｲ1)サトー

伽簾鬼川

T：O82-293-O86C

F：082-231-5231

海況・気象事故発生時間帯 鈴木総合
保険,If務所

鈴木幹火

175，脚IITij吉、町

時4－108－1

１
１
５
８
０
５
５
６
７
７
２
２
９
９
６
６
５
５
０
０支払保険金

(見込含む）
日の出

から日没

日没から

日の出
荒天晴天

言－1
F11

三L

両I
516-01三政県

度会邪南勢町

船越3113

認
Ⅲ
鋤
別
耐
一
別

９
３
３
３
６
０

０
０
５
５
７
４

６
６
４
４
２
２

’
’
４
４
７
７

６
６
２
２
－
－

９
９
一
’
４
４

９
９
２
２
６
６

５
５
８
８
８
８

０
０
０
０
０
０

㈱ファミリー

旅行＃1

制Hll慣

T

F

T

iF

i－

T

l＝
lr

1,340万円

3,680万円

30万円

5.050万円

保管中

航行中

レース中

計

叩
一
弛
一
刈
一
、

5(0）

1(0）

O

／、

0

５
｜
胆
－
３
｜
別

０
｜
山
一
刑
一
皿

５
｜
吃
－
３
｜
別

０
｜
州
一
助
一
皿

知久

保険，擬務所
知久良広

73O広島市iii区

簡士見町2-9-103

Iｲ】)片111

保険掘湧所

片･'11彰造

7]l倉敷市児島

稗H1町67

注：（）の数字は内数で傷害事故件数
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一一一

言～ミー時、

願
ノ

騨由露騨輝鐸垂毒

髄
卿トン敷

金長

キールの畏凶

巾

＊一ﾙﾄー の函

慨吃水

ﾏｽﾄ

メインマスト

喰囲角晩

三角帆

晶■

寺
ンには

ストの

ﾂ､シダ

オとカラ

型のずん

マリア号

ラという．

りした丸

「ナオ」

,の船があ

・マリア

が，専門

は船首楼

属する。

，キャラ

ス

耐謬
稔

載雫そい

た。ナラ

はこれ【

によるI

楼と

謡駕
ロン

クと柚
轆
人

職雪蕊
■■■plpdー

一
弘
厩
撃
一
‐
誰
向
嚴
苛 繋讃

う

し、

影

て登場し＊,四角帆
ル･リグド･シッブ
れた古ぼ(ﾅた帆船で

と，四角帆

ド・シッブ

ナた帆船で

三角帆

の原型

彼自身

三角帆

の原型

彼自身

を備えたタ

巍葡
えた

‘ II る
：：

は舟

困難て吃水
婆凝り，1492

深すぎ,発見のため中航海には
12月25日グリスマスにエスパニ

していな

－ラ島沖
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BARCELONA
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GOMERA('91.8中旬）／

LASPALMAS

('91.8上旬）

歩

SANSALVADOR('91.9下旬）
〆〆

苛工

FfANTOIDOM|NhO(9110中旬）
CARTAGENA('91｣0下旬)|

一一
ACAPULCO
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スペイン

鳴り,歴
講兇に検

スペイン

鳴り,歴
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4年間に
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定
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丁イ

会議

11月7日耐メジヤメントコミッ

ティ

8日榊ITC

9日燭ITC

10日(i)IMSレースマオ､一

ジメントセミナ－

11日（日）メインカウンシル

1．概要

今年もNORC副会長の大儀見さ

んとORCミーティングに出張しま

した。時間の都合がつかず，大儀見

さんがカウンシラーとして出席され

た11日のメインカウンシルの傍聴は

割愛させて頂き，コミッテイミー

テイングとセミナーのみ参加して来

ました。

今年のミーティングでは,IMS

はもはや，世界に完全に受け入れら

れ，導入期を終わり，本格的な稼働

期に入った感じを受けました。昨

年～今年の1年て、，オーストラリ

ア，イタリア，オランダ，イギリス

ではIMS艇が100隻以上も（イギ

リスは400隻近くも）増加し，全体

では3,565隻と昨年の1.5倍増となっ

ています。ミーティングの中でも，

IMSの計測の困難さなどのえ､ガ

テイブな謡逼は少なく，いかにうま

くハンディキャップ。を行うかといっ

た態度力感じられました。

一方,IORも数の減少は怖れら

れていたほどではなく，5,357隻→

4,888隻(90年）と鱗成に止まり，マ

キシ，50フッター，ワントナー，

ウィットブレッドなどの活動も盛ん

で，今後ともグランプリレースのた

めのレーティングルールとして続い

ていくと考えられたためか，全体の

雰囲気は明るいものでありました。

2．メインカウンシル（政策々定グ

ループ）の議事録に沿って，主な

点を報告します。

･IMSレースにおける広告

ナショナルオーソリテイは 力

テゴリーBのレースを許可するこ

とができる。但し，スピンオ､一

カーを除き,IYRR付則14のカ

テゴリーAに認められたもの以上

の広告は不可。

･IORルール

IORルールは，あと4年間は

引き続き安定させることとする。

但し，あまり使わない部分の削除

（センターポードなど）などは進

めていく。

[ITC]

･MGL

メインセールのロアーガースの

リミット値は0.85Eから0.9Eに

変更された。特にガースを大きく

とることを意識せずに作ったメイ

ンセールて､も0.85Eをオーバーす

ることがあったため変更された。

・2枚ラダー艇

2枚ラダー艇も,IMSで計測

することになった。2枚のうちの

1枚のみを計測し，あたかもその

1枚がセンターライン上にあるよ

うに考えてハンディキャップ。を計

算するフ･ロク今ラムが開発される予
告浄

疋。

･IMSレギュレーション

IMSレギュレーションをより

ルールと一体化して適用する考え

は否決された。レギュレーション

の適用は，レース主催者の判断に

まかせられている。

･使用可能材料

昨年導入された使用可能材料の

規則は，内装にも適用されること

になった。

･2本マストヨット（ケッチ等）の

セールエリア

IORで2本マストを禁止と

いった過激な提案も出たようで､あ

るが，今年も，この問題について

はルールの変更は行われなかった。

ング出張報告
技術委員長高橋太郎

ピッチングモーメント

ピッチングモーメントの計測法

についての研究は米国中心に進ん

て・おり，1992年の始めから計測を

始めることが計画されており，

レーティングルール最大のハード

ル力苛越えられる日も近づいてきた

感じて､ある。

|MSレギュレーション

アコモデーシヨンの要求値の提
礎となる寸法を今まで､のLOA(

みで､な<,LOA又は3.25BMA

Xのいずれか小さい方をとること

になった。

|MSの復元範囲

1992年より，復元範囲の規定に

最大幅と排水量の関係による軽減

式が適用されることになった。

IMSのハンディキャップ

今までのオリンピック・リニヤ

ランダム等のコースに加え，オフ

ショアコースが追加された。これ

は，速いレースと遅いレースによ

り上りと追風の比を自動的に変

え，より現実に近いオフショア

レースを再現したものとなってい

る。
へ

IMSクルーリミット

IMSにおけるクルーの体重リ

ミットカ変更（増加）された。同

時にオーナーは再計算手続きをと

ることにより，いつでもリミット

以下の体重を宣言することによ

り，体重にあったIMSハンデイ

キヤッフ。が受けられることになっ

た。（ミニマムはリミットの65％

又は3×185ポンド）クルーのリ

ミットは重さのみて鹸人数による表

記は廃止された。

IORMKIIIA

IORMKIIIAはスタイン

ラーガ－11,マタドールなどで使

われたが，ルーフ･ホールとして利

用されているため，1991年1月以

1

1



降は適用されないことになった。

I0Rルール

スクーナー，センターポード，

トリムタブ，う。ロペラアパチャー

などほとんど使用されないルール

を除外する方向で作業力進められ

ることになった。

[レベルレーティングコミッティ］

2トンカップ（レーテイング35.0

5）

2トナーの内装規則がワント

ナーのものにならって決定された

クルーの人数／重量

へクルーの規定については，グ
リーンブックとIORルールと両

方あって混乱していたが,IOR

ルールの一本に統一されることに

なった。

・ヘッドルーム

1991年1月より，ルールのヘツ

ドルームは，マストの後てゞとるこ

ととなった。

・1991年度トンカップ予定表

（議事録P17.項目10.10)

［メジャメントコミッティ］

IMSの計測手続きにつき色々

なディスカッションが行われた。

主な決定事項は他のコミッティの

項て既述。

［スペシャルレギュレーションコ

ベッテイ］
ライフライン

15

1991年1月より下記の規則が適

用される。

LOA最小直径

28.0′未満l/8"(3mm)

28.0'～43'5/32"(4mm)

43′以上3/16'′(5mm)

ワイヤーの材質は316を推奨する。

［ルールコンプライァンスコミッ

ティ］

ポスターのおかげもあって，全

体的にはルールはよく守られてい

ると考えられている。

･IMSレギュレーション

IMSレギュレーションの解釈

が問題となる可能性が高く，読義

されたが，レース主催者の判断に

ゆだねられることになった。但

し，同委員会としても“ハイテク

クルーザーレーサー”について注

意を払っていくこととした。

［レーティングシステムズコミッ

テイ」

IMSは多数の国で受け入れら

れ隻数を大幅に増したが，より一

層の普及を計るため努力すること

となった。一例としては，レース

運営ガイドのより判りやすい攻訂

版の発行など。

[|MSレースマネージメントセミ

ナー］

IMSのハンディキャップ。は，

今まて､､の変速機無しの車(IOR

|NORC本部事務局移転のお知らせ
専務理事清水栄太郎平成3年3月26日

関東支部長並木茂士移転中の，3月25日侭)～同27日

このたび，本部及び関東支部事㈱の間，電話,FAX等ご迷惑を

務局が次の予定により移転するこおかけすることになると思います

とになりましたので､，お知らせいが,ご了解ご協力をお願いいたし

たします。年末から準備にかかっます。

ています。会員の皆様には種々ご第2舟舗日振興ビルは，新築で事

迷惑をおかけすることと思います務室も若干広くなりますので,現

が，ご了解をお願いいたします。在手狭の為，なにかとご迷惑をお

移転先かけしていましたが，会議室設置

東京者賭区虎ノ門1-11-2を予定しており，サービスも向上

第2船舟振興ピル（仮称）5階できるとおもいます。是非，ご来
移転月日一訪をお待ちしていますb

OF応HORE

など，今まて愈のほとんどのレー

ティンクツレール）から変速機付き

の車に進歩したもので，パフォー

マンスカーブスコアリングシステ

ム（インプライドウインド）は，

さらに一歩進めたオートマチック

車である，といった説明て醗セミ

ナーが開始された。

気が付いた点を列挙すると，

ORCのプログラムを使ったI

MSハンディキャップ・が米国，英

国，オランダ，ベルギー，ドイツ

などのIMS先進国て鹸は行われて

おり，米国の新“オフショアコー

ス”の提案など,IMSをさらに

進化させる努力や，英国における

IMSハンディキャップ。をさらに

独自のものに組込んで､，自分に適

したう。ログラムとしているなど，

先進国の進歩の速さが目立った。

ベルギー，イギリスて騨は，潮充

の影響が大きいためコース，潮流

を加えた各レースごとのハンディ

キャップ°を作っている。特に英国

て､､は，潮流の影響を自鋤勺に計算

するフ･ロク、ラムを作っている。

ベルギーでは,NORCの航跡

図と同様に，各レース参加者に各

廻航点での日付，気象，まわりの

艇を書き込む用紙を渡して，レー

ス後，このデータにより，ハンデ

ィキャップ。の方法を決定している。

r"|
ノ！ ’
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秋空に開いた34艇のスピンの花
第28回小網代カップレース報告書

1．スタート日時1990年11月23日

11:00．レース本部の閉鎖11月24

日14:00.

2．参加艇

参加申込み39艇の内，出艇申告

した者は34艇，参加288名。全艇

が出艇した。

3．レース規則違反，抗議及びレー

ス中の事故

(1)規則違反1艇マークタッチ

(720度回転で解消）

（2航議なし

（3厚故・人身事故l艇サーモン

（2人裂傷）・リギン等2艇ド

ンキイ，アジザ・ラタ、－落下1

艇シー・クラウン・セイル破損

数艇

4．天候

スタートH郭削風向N/風速5kt

23日14時頃風向N/風速12kt

23日16時以後風向N/風速25kt~

35kt

5．レース経過

23日10:00スタートライン設置

10:40出走緬薩恩終了

11:00スタート(オールフエア）

11:10スタートライン撤収

15:15～16:30竜王崎回航

17:37～17:56RET報告

（3艇）

21:43ファーストホーム艇フ

ィニッシュ（海太朗）

22:21～23:4512艇帰着

23:37RET報告(1艇）

計帰着13,RET報告4

24日00:01～01:4012艇帰着

01:31RET報告(1艇）

03:44～03:542艇帰着

09:50RET報告(1艇，真

鱒巷入港24日24:00)

14:OORET報告(1艇）

全緬奮忍，本部船撤|ヌ

レース展開

全艇，スタート直後に一斉にスピ

ンを揚げてのスタート。スタート

後，間もなくアウトサイドよりから

スタートした艇とインサイドよりか

らスタートした艇は各々フリー|､状

となってレースが開始した。インサ

イドよりからスタートしたフリート

の艇速が伸び，他に比べて有利なよ

うである。

時間の経過とともに風速を増した

風に乗って，フリートをなしたま

ま，一気に伊豆大島に向けて疾走

し,16:00前後には全艇が竜王崎に

到着した。伊豆大島付近て譲は風速30

kt前後，また，波が悪くスピン操作

に難儀した模様である。

例年のとおり，竜王崎から再ス

タートで上りのコースに入った。竜

王崎回航後，こまめにタックを繰り

返し早めに大島の北に回りこむコー

ス，長いレグを引いて初島付近まで

行ってから相模湾の中央に向かう

コースをとる艇に分かれている。

21:43に“海太朗”がファースト

ホーム，その後，24日01:40までに1

0分～20間隔で24艇が立て続けに

フイニッシュした。その後，約2時

間空けて，“〈ろしお，，，結果的に

最終到着艇となった“イシス”が0

3:54にフィニッシュした。この後，

2艇のリタイアをW薩忍し,14:00に

レース本部を閉鎖した。

リタイア艇はIORクラス1Vのl

艇，クラスVの4艇,CRの2艇で

あり，小型艇には厳しいレースと

なった。27艇が完走かつ僅差の時間

でフィニッシュし，接戦であった。

昨年の着順・総合・クラス成績1

位，2位の“ボーイ”，“海太朗”

は，今回は順位を逆転し，雪辱をな

し遂げた。また，昨年は止むなく棄

レース委員長鈴木道雄

権した“シルフィード”，“アル

ファ”は，今回は素晴らしい走りを

見せ総合成績で上位，クラスて､各々

1位を燭号した。“アルフア”以外

は艇力薪し〈なっているが，4艇共

に素晴らしい活躍であった。

事故艇

例年のように今回も強風下で､の

レースとなった。参加艇は各々 こへ‘
厳しい気象条件を承知し，十分な準

備と訂||練のうえ参加している。大事

には至らなかったが，人身事故，ラ

ダー全壊事故があり，留意しなけれ

ばいけない事故であった。“シー・

クラウン”はラタ、－全壊という重大

な事故でありながら，応識もて､ほぼ

下田まで自力で避難した。これは日

頃の準備と練習に裏付けられた確実

で自信に満ちた行動の結果と思いま

す。レースと言えども，海に出れば

全てがOWNRISKであるとの

基本原則を再確認した思いで､す。

フレアー視認通告

24日02:00頃，帰着申告後746海

援隊”から“アルファー”がフレ
ヘ

アーを点火したのを視認したとの

頭通告があった。通告内容は次のと

おりである。セール番号3228の“ア

ルファー”が竜王崎の1M<･らい手

前でフレアーを点火し，間もなく海

に捨てた。“海援隊”はスピンを降

ろしヘッディングしたが，直に“ア

ルファー”がラムライン上を走りだ

したので，“海援隊”もレースに復

帰した。この件について，“アル

ファー”からそのような事実はない

との回答を得た。当時，付近にいた

と思われる数艇に事実関係を問い合

わせたが不明との返事である。

証言艇が他にいないこと，“海援

隊”にはレースの成績を大きく不利

にする行為がなかったと判断しレー



コョ

UI

潮.蝉

スルールて、扱う事項がないこと等の

理由で，これ以後の調査を打ち切っ

た。

反省と課題

(1帰着の遅れているレース艇につい

ての調査捜索要請については，

現行の制度の再確認，意識合わせ

が必要て鹸あると感じた。また，初

へ:麓熟嘉《革憾挨
拶等や保険を利用した民間の捜索

機関の利用等の検討，レース規

則，レース委員会の手引き等をN

ORC会員名簿に掲載し周知させ

る必要もある。

(2)スタート，フィニッシュのリミッ

トマークを各々小網代沖浮標小

網代防波堤とし，付近の障害物は

再調査し，参考図を参加者に配布

し注意喚起した。小網代防波堤の

わかめ棚の近くに接近した艇が

あった。また，レース終了後，丸

十丸から聞きとった話では，小網

代沖浮標周囲は年,H隷月によって

は，釣船が密集するのでマークに

使うときには事前の調査が必要と

17

のこと。

(3)レースにおける通信手段を補うた

めL旗，又はこれに変わる手軽な

視覚，音響信号用具の導入が有効

な時がある。この場合は使用方法

・認1，罰則の検討が必要である。

感想

伝統あるレースのレース委員長を

務めさせて頂き大変光栄に思ってい

ます。レース参加者,NORC関係

OFFMORE

フリートを形成して一路大島を目指すレース艇

者，レース委員を務めた，かま〈

ら，一乗のメンバー，“くるしお”

の学生さん，その他レースを支援，

応援して頂いた方々に感謝と敬意を

表します。下田フリートキャフ°テン

の伊藤さんには事故艇に関する調

査事故艇に対する支援等で､大変お

世話になり，厚くお礼申し上げます。

スタート直後はあまり風は強くなかったのだが
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スタート’9011月23日||:00AM

距離65m第28回小網代カップレース成績
修正時間

HMS

着
順

ﾌｨﾆｯｼｭ時刻

DHNS

竜王回航時刻

DHM

修正順位
艇名Class オーナー Type

総合 クラス

海太朗 森
詞
毒

３
５
５

４
４
５

５
５
５

１
１
１

３
３
３

２
２
２

２
４
５
１

３
１
２
４

８
９
４
４

４
３
１

９
０
１
９

１
１

詩
一
癖
一
華

IOR １
’
６
｜
昭
一
２

４４
２
５
５
４

ｒ

ｒ
ｅ
ｅ

ａ
ｒ
ｒ

ｆ
ｆ
ｆ

珊
一
到
一
刈

０
３
７

４
３
１

３
１
２

４
２

１
３
０

２
２

1－1１
｜
肥
一
肥
－
２

BE-ONE 1－2

FUJI3 1－3

’BOY 山田隆 23122121156 23115150farr40 A－14

青海波 清田博 23il5i4823122143127 9134115X-lton 5 4 A－2

岩田禎夫 23123140139 23il6i7 10i20,|24MAUPITY fre38 11 12 A－4

SLEEPER 武部喜|n/m4212312314512123il5!55110!351591131141A-5
lOill52NADJA4 白崎健太郎 tak39 23123133144 23!16i5 8 7 A－3

蒲谷和行 farr3/4 23123134132 913012SYLPHIDES 23il5!55 Ⅳ－1９ 3

SUMMERKNOWSI高村宏ltak34124IOili38123!16!5191521011415 Ⅳ－21
『＝§~1－

N－4，
W＝5~1

海坊主 岡本通 farr3/4 2311615 915414024101718 16 6

HALFTIME 朝河清 23116il2 10i7128
1nR

yoK－dO 2410ilOi2
1ワ
LI 8

大谷正彦|yok3312410136127123!16!OllO!13115120110KELOMA

梓 杉本直樹 241013716 23116115 10117!8yok33 Ⅳ－621 1l

10131!21RIPLLE3 硲俊弘 2411il2134 23il6!20yok30sr 23 13 Ⅳ－7

海援隊 永田敬二|hol3312411i40152123;16!3011115145125117 Ⅳ－8

内藤恒夫 X-3/4DONKEY-IMPULSE RET

伊藤彰男 2410143152 23115140 1018153ALPHA
1nn

yoKJ乙 22 9 V－l

1014715NAPOLEON 石田和久 2411137154 23il6i20yok31n 24 15 V－2

北中壮彦|yam30rl24!3154i12123il6!30112123110127119IV-3ISIS

高橋宣博再見 k30r RET

佐藤美紀AZIZA yam30TI RET

RETSEACROWN ２
０
３
３
ｋ
ｋ
ａ
ａ
ｔ
ｔ
尭
夫幸

立
本
一

中
杉
一杉本幸夫HASTAMANANA tak30 RET

MIWA 久保田浩 23122131157 23il5!49 11125127IMS 3taler40 Ｉ

植松真|J-33 123123139117123il5#451121712011012ESMERALDA

CORVATSCH 加藤忠男 ５
５

５５
６
１
１

配
一
閉

12125145baltic43 23123i25i45 ７ 3

CYGNUSV 島田武夫 121321252312314410fre38 12 4

BACCHUSH 腰野恵三|jean41123iOi36il2123!16120112i50i5511915
向井豊|elio1|24iOi2133123!16IO13i371311511

23116i20 12i50i55 1qムン ５
へ

向井豊ECHUDO 241012133CR

藤村真示 23116115 619152くるしお 2413i44142nak33 26 ２

BLACKSHEEP|熊沢蕃|lidg501RET

SALMONm 飯島征四郎 ori33 RET

FOLLOWME 2312213214 23115115OPEN サックビル カリー 4 1

第28回小網代カップレース後記
SEACROWNII|スキッパー植木正裕

30～40kt(この時点では，ラ応急ラダー作成，取り付け帆走

グーのx<,らいは残っておりあするも，思うように針路取れず

る程度効く）2000セールダウン，シーアン

1700ストーム，トライスルでカー投入ヒーブツー開始NE

帆走NE30～40kt30～40kt

19002回目ラタ尋－トラブル発20202人×4,1時間交替

生（完全になくなる）元町ウッチ開始8hで6M流され

WSW5MるNE10～30kt

今回のレースでわがシークラウン

ⅡIは，大島の波浮沖にてフルメイ

ン,NQ3のスタポードタック，クォ

ターリーにて帆走中，ラダーに支障

を来しました。その後の状況を時間

を追って説明したいと思います。

24日16301回目ラダートラブル発

生竜王WSW5MNE
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鴬
が
島
経
懲
醗
奉 25日0600ALLHANDSストー

ム，トライスル，応急ラタ､－で

帆走開始下田260｡E～NE

を外したものをくくりつけ，スター

ンポートサイドより海中におろしス

ピンブロックのアイを支点とし応急

※下田ま で

F田へ向かう途中考えていたこと

にて避難できることは全員
■
チ
ト
『
昂
刃
・
や
頭
学

は，自力

10～20ktラダーとする。トライスル，ス塒皇鰐恩していましたが,帰港が遅れる

1215爪木崎E2M下田ムジブを揚げるも強風及び波でう¥3まこと，またレースの展開から考え

港へｲl1丸にえい航依頼〈針路を取るのに非常に苦労する6て，我々だけが帰港していない状況

1430下田入港下田ポートまたヘルムス担当は非常な重労働がは容易に想像できたため，レース本

サービス強いられた。船位が本船航路と離れ部て守かなり心配しているのではない

、：ていたこともあり，夜間の応急ラかと考えていました。帆走指示書に
1．第一ドラブル発生“&グーでの帆走の危険性を考えてヒーある通り，タイムリミットの1600及

フルメインNo.3で最大風速40kt艇ブツーを決定。シーアンカーはアンび保安庁への捜索依頼の連絡時間25

速14.5ktスタポードクォータリーカーロープにスピンバックをくくり日0600という2つのポイントタイム

でプレーニング中大島にぶち当たる付けたもので，2本。ロープ9の長さを頭におき，確実な連絡方法をどう

皐度でブローチンクもは8～10mでした。すればよいかを常に考えていました
かじの効きが悪くタックに時間が その後クルーの体力を考慮し〃※無線について
かかる。この時へルムスはラダーのウォッチを組む。総員8名を1組とイ"SEACROWNIII"はア

破損をはっきり認識してない。といし1時間ずつのウオッチを開始する。マチユア無線力搭載されていました

うより思いたくなかったと言うほう23日2030～24日0600,約10時間のが，有資格者が乗っていないことで
f"？‘

があっているかも。、ドヒーブツーで約8M流されました。確実な翻乍と確実な情報伝達に不安

タック後，逆方向へ帆走中“ハー5．避難行動があり，また過去に中途半端な情報

フタイム”（スタポード）と20m<､0600過ぎ明るくなって，風は10ktを与えることによってかえって陸上

らいの距離でミーティング。前後，波もやや収まったのでトライサイドを混乱させた事例を何件か間

2．トラブルの確認スルストームを張り下田へ向ける。いたことがあるので今回全く使用す
や・

島から離し，他の船との関係がク応急ラタ、の効きは大変なもので，ひる意志はありませんでした。

リアになったところでラタ､－を礪認とり1時間も握っていたら腕や腰の※まとめ

したところ下部％く、らいが破損。そ筋肉がパンパンになるほどです。実一言で言うと正に不幸中の幸でし

の％く．らいが切り離れずに残ってい際はスピンポールの先にシートを取た｡!第一トラブルの時はすでに‘竜

る状態を確認｡ｾー ﾙをトライスルリランナーのウィンチに巻いてはい王"をかわしていたこと。第二トラ
とストームジブに交喪効きは悪いたのだが。 “プﾙ力泳島のかげで対処する余裕が

…

器
識
跡
準
心
鋪

副
私
や
令
辱

すればよいかを常に考えていました。が
熱
戦
》

※帆走について_で￥#-，だいた"ｶﾗｽ"の竹内氏,木下氏
ﾗダー の効きが非常に悪､:ため,"ﾁｬー ﾁｬﾝ"の松村氏には大変
トライスルとストームの調整をうま‘＃な働きをしていただき，この誌面を

〈行わないとすぐ､回頭してし談うた｣，お借りして改めて御礼申し上げます。

め，セールートリムで走るぐらいの感、最後に我々のことを心から心配し

のSSWの5Mぐらいのところで

残っていたラタ､－の全てがとれるb￥

これは切り離れずに残っていた破損

部分がかなりの抵抗になっていただ
一 Lも甦些

めと思われます。、‐‘,‘‘
，､』?葡誓:亨一

4．応急処置…“

30～40ktのNWの風4～5mの波

の中，まずセールを降ろし応急ラ

ダーの作成に取りかかる。その間,

念のためスピンバック利用のシーア
弘一一＝

ンカーを流す。スピンポールに床板

覚で帆走しました｡富,一宗宴琴謡一て下さった方々 ど諺ヱス本部の役員
頭て考えていた時は,上りは無理の方々の御塔労に対してふかく鮴L
でも,もっと落して走れると思づて鶴申し上げます｡有り難うございま"し
いましたが，アピーム以外はかなり

難し〈，下田へ向かうのは思ったほ‘

ど簡単ではありませんでした。

た。

費詞ﾛロ

E瀞
唾
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朝日を浴びたスピンが島を目指す
第35回神子元島レース

レース実行委員長初鹿野詔一

蕊
~里

４‐０
戸
、
疵

１０
３

／

蝿
〃1

h

1

／hノ

スタート直後，接戦を展開する「シグナス」と’サマーノーズ」

ションで，全艇一路神子元島へのス行艇を追い上げる。そして次々と窪

ピンランを見ていたこの私の壮|央さたちコミッテイの視界から，まるゞ

をどう表現したらいいのだろう。陽の光りよりも速いぞと言わんばか

ウエザーマークのトップ。回航はりに南西に向かって飛んで行った。

"MIWA''・沼津のIMS新艇神子元島トップ。回航は"FOLL

で，いかにも得意気にその優美な艇OWME''12:00｡2番手"Beo

体で波を切りながら，海よりも青〈ne''は12:35．スタートの出来栄

映える藍色ハルに朝の光りを受けてえをあ－でもない，こ－でもないと

いる。話しているうちに暖かい秋の昼下が

2番目は“スリーパー”，その後りがやって来た。フィニッシュライ

すぐに巨大なスピンが花開いた。ンを三崎港口に設け，一時陸に上が

"Beone"である。北東の風1る。

5ktの助けを借りて見る見るうちに「秋の陽はつるべ落とし」とは，

朝もやのなかにその姿を隠して行っ本当によく言ったものて緩,17:00と

た。もなれぱ，かなりの暗さとなる。

5分遅れでスタートした"FOLファーストフィニッシュの艇のこと

LOWME",マーク回航後スピを考えたら，そうおちおちはしてい

ンアップも素晴らしいスピードで先られない。20:00頃には入ってくる

本来ならば私もこのレースに参加

し，神子元島を目指して，ひたすら

走り続けたであろう第35回のこの

レースを，レース委員長をしてまた

ちがった目で楽しめたことも，これ

幸いであろう（委員長などとは，自

分て言ってみても恥ずかしいが)。

今回，初めての試みでスタートを

7:00AMにしたが，これは何と言っ

てもコミッテイにとっては睡魔との

戦いである。ひたすら眠い目をしょ

ぽつかせながら，ウエザーマークを

打ち，やっと夜も明け切った7:00A

Mジャスト小網代沖をスタート。さ

すがにこの頃には頭も体も目覚め

きっていた。

11月のわりには平年よりもかなり

暖かい朝の空気と絶好のコンディ
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だろう。

本部船に乗り込むと，ほどなく南

の方向にヨシ|､らしき航海灯がちら

ついているのが見えた。

それから40分ぐらい経ったであろ

うか，暗闇の中より現れたのは紺色

の艇体の大型艇だも保護色のような

その色は，自分の姿を浮き出させる

かのように，最後のタック、を入れた。

21:20'22"Beone''のフイ

ニッシュて、ある。しかしその後方数

マイルに2，3艇の灯が見える。

45分後，全速で夜の帳を破り"F

JLLOWME''がラインを切つ
こ°続いて"MIWA",後続艇が

まだまだいる…。

十蜘寺間のレースの疲れの色を消

すかのようなクルーたちの笑顔は，

いつ見てもいいものだ。自分もそう

であっただろうか。終わった時の満

足感というか，走り切ったという充

実感というか，そんなものが一緒に

なり，この笑顔が出来上がるのだろ

朝日をいつぱいに浴びながら風を受ける「アズサ」

いくら申し上げても足りないと思わ

れる。

最後に，年々島回りレースに参加

する艇力減少している傾向は，今後

の課題として考えていかなければな

らないだろう。このつたない文章で

少しでも島回りの楽しさが伝えられ

たのなら．うれしいのだが…。

う。そりゃ色々不満もあるかも知れ

ない，でもいいじゃないかと，そん

な言葉で片付けたくなるコミッティ

としての感想だ。

最終艇は4日03:02'57．－艇のリ

タイアもなく，事故もなく無事この

レースの幕を降ろせたことに，協力

してくださった方々へ感謝の言葉を

W1MMcEM7Ch"w9"h"中仰
一

悪
口

50フッターが何んだ、ケンウッドがどうした。

ミドルボートにはミドルボートの華がある。

レース日程（予定）

4月28日第1レース

29日第2レース

5月3日第3レース

4日第4レース

5日第5レース

トライアングル

初島レース

トライアングル

トライアングル

トライアングル

レーテイングリミット

|OR18.50～25.99rt

CR6.50～8.50m
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熱海・伊東フリート広報担当

“プロパガンダ，マネージャー

関恭一郎

本年5月，熱海・伊東フリートが

承認され，相模湾にもうひとつフ

リートが増えました。謝毎は過去何

年にもわたり，『ジャパンカッフ。』

の開催地でもあったわけですから，

フリートのひとつやふたつあっても

おかしくないのですが，なに分この

辺のセーラー達はほとんどクルージ

ンク派か，ウイスキー派なもので，

フリート結成に至りませんでした。

ただ現役最長帆走記録を持つ“ラッ

キーレディ”だけが例外的に地球狭

22

しと活動していました。

本年3月“プロパガンダ”の新し

いオーナーとなった石渡氏が伊東を

ホームポートとし，活動を開始した

のが，この燕毎・伊東フリート発足

に拍車をかけた様です。そんなわけ

で発足記念のレースをと考えていた

のですが，何分このフリートの親分

であります“ラッキーレディ”の稲

葉オーナーは忙しい人でありまし

て，夏には『KENWOODCUP』秋

には『ジャパンカッフ。』と飛び回

り，やっと秋も深まったこの11月2

3，24日にレース＆パーティを設定

する事が出来ました。

23日に伊東に集結したレース魑洋

(?)は20艇近くになり，伊東ならでは

の謡逗もパーティて験は飛び出して楽

しい前夜祭でありました。

明けて24日，快晴。風は各艇には

不足ぎみか8ktbコースは伊東から

初島をアンクロックに回って熱i窪
ゴールの11．2マイル。昨日のパー

ティでは機走なら負けないと豪語し

ていた各オーナーにはもってこいの

風です。

9:30,全艇オールクリアでスター

ト。といっても「本当は今日が初め

てのレースです」といったオーナー

も多<,P旗が降りてもスタートラ

勝利の美酒を倒券カップでぐい飲みする,“プロパガンダ'石渡オーナー(中央)。左は稲葉フリートキャプテン，右はパーティに駆けつけた本誌編集長
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輸入されていると感じました。今回とにかく楽しい一日が終わり，勝

のレースのレーテイング算出にあた利の余韻を味わえなかったオーナー

リ,'89,'90『裕次郎メモリアルレーも満足して謝毎の夜に消えていきま

ス』のものを基準にしましたが，そした。

れで､もCRレーティングのマスター参加艇の皆様，又，謝毎でお会い

がNORCに問い合わせてもわからしましょう。

ないものがかなりありました。

第1回NORC熱海・伊東レース参加＆成績表
START:9時30分距離11.2マイル1990.11.24

インのはるか後方にいる艇もかなり

いました。

ジャストスタートで飛び出したの

は『KENWOODCUP」帰りの“プ

ロパガンダ”でしたが，“プロパガ

ンダ”にとっても微風は苦手で，ク

ルーは振れ回る風に対しヒールアン

グルを保つのに大わらわです。初島

を回ったころから風が落ち始め，

ゴールまで2マイルのところからほ

とんど無くなり,11:51やつとフィ

ニッシュしました。この風の無い

中，各艇は必死の思い(?定セーリン

ベkj?粥二喋側鰹
牛Iナ〉
‐ｰ′ｰ0

18:00よりつるやホテルで表彰式

とパーティが開かれ，ファースト

ホームと総合優勝は“プロパガン

ダ守”がいただきました。フィニッ

シュ出来た各艇及び多数の出場艇に

は何らかのカップ。か賞品が贈られ，

IORレースとはまた違った楽しい

パーティでした。

稲葉大会委員長より今回のレース

はCRレーテインク輿て鹸やるから準備

する様に言われてから大あわてでC

Rレーティングでの修正時間の算出

方法を勉強しました。参加艇を見て

も分かるのですが，随分多種の艇が

艇長

Ft

所要時間
塘畠：

灘、（秒）

着
順
－
３
ｌ
１
ｌ
４
ｌ
ｎ
－
ｕ

修正時間

（秒）

順
位
－
６
ｌ
１
ｌ
ｌ
３
ｌ
ｍ
－
ｕ

ゲ
ノ
ｎ

、
ｊ
プ
７
入

イ
ー
プレ

艇 名 ﾌﾘーﾄ名 『YPE T,A

ト

LUCKYLADY

PROPAGANDA

SOUTHWIND

クリスターラ

MY・STAR

PUMPO－V

英（ハナブサ）

ストーク

ダイナーマイト

アーリーバード.

ウルサメジローズ

A－4

グレースマリー

ルソレイニ

テイドン

ゼアト.・ラー

オリゾ．ソテ

ゼファーZ

八点鐘

NEWWORLD

かげろう

海
東
海
東
東
山
海
山
海
山
島
子
京
東
東
山
海
東
東
東
磯

ノ
／

熱
伊
熱
伊
伊
葉
熱
葉
熱
葉
江
逗
東
伊
伊
葉
熱
伊
伊
伊
諸

詰
一
洲
一
榊
一
蛎
一
眠
一
州
一
跳
一
燕
一
許
一
毒
一
神
一
秒
一
群
一
鼎
一
制
一
争
一
据
一
恥
一
榊
一
制
一
Ｗ

岨
一
如
一
釦
一
鏥
一
凱
一
詔
一
配
一
”
｜
弱
一
拓
一
弘
一
郷
一
弱
一
記
一
謁
一
蛇
一
詑
一
釦
一
”
｜
釦
一
釦

０
０

６
５
０
５
０
５
０
０
５
５
０
０
０
０
０
０
６
６
０

２
１

ｑ
）
８
２
６
９
４
２
９
３
２
８
９
８
４
９
９
９
９
４

１
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６
７
７
６
５
６
６
私
８
８
爪
私
５
９
孔
６
６
６
７

１
１ ０
０
７
０
５
５
１
０
５
０
５

嶋
鞭
別
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⑳〆･'91年前半ｽｹジｭーﾙ概要
1月16日"Nippon"名古屋港より船積み(|月下旬到着予定）

1月23日第2便名古屋港より船積み（2月初旬到着予定）

2月1日壮行会帝国ホテル富士の問午後6時～8時30分

3月上旬サンディエゴ・ベースキャンプ活動開始

5月|ACCワールドカップ参戦（於サンディエゴ）

なお，詳細はニッポンチヤレンジアメリカ杯'992委員会注)まで

お問い合わせ下さい。TELO3(3578)966IFAXO3(3578)9665

注）12月15日より委員会名称が"1992"に改称されました。

会報小委員募集
会報小委員会では，『オフショ

ア』編集をお手伝いいただける方

を募集しております。詳しくは朝

河清Ibm3-3503-4781までご連絡

いただければ幸いです。
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今月の表紙：去る||月'8日，葉山マリ

ーナ沖で行われた『ニッポンカッブ』決

勝戦において,下ﾏｰｸ回艇ｽピﾝダ

ｳﾝ中のデイクソン艇（撮影／市川和彦）

OFFSHORE第187号平成2年12月15｢I発行

毎月1回15日発行

昭和52年7月21日第三種郵便物認可

1部定価300円（郵送料46円）

発行社間法人l~I本外洋帆走協会

東京祁港区虎ノ門1-15-16(船舶振興ビル4階）

電話・東京03(3504)1911～3〒105

郵便振替番号2-21787

印刷明宏印刷株式会社
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ヤマハ発動機株式会社
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風を知るｸルーザー

YAMAHA

別3
F両

'たngthoverall:856m･

Beam:295m

DispIacement#2.”)I〈g

‐BaII鑑【2847k質

~IbIalsaiIarea:35mZ．

潮風か頬をかすめるたびに、

こころは海に染まってゆきます

ファーストフイニツシュを狙うか､クルージングを楽しむか

自由気ままに､私MAHA-28so

気付かなかった海の魅力に、

出会えそうな予感がしまず

●全長8.56m●水線長7.20m●全幅2-96m●吃水1.80m●完成重■2.500kg

●ﾊﾗｽﾄ亜■847kg●全セイル面緬35m,●バース数6

.…六馬力'8...壼貝12書'零…行…"NEW■平水限定沿海標準価格例￥7.384,000

.§･ZGM－20B付｡法定安全働品が含まれてL,ます

オプション､船舶検査費用一運貫一消費税は含まれてL,ません

~

は だかの
アァ

ーｰろ。
川IOOIMAHIN[llf[!安全がﾏﾘﾝｽポーﾂの基本です

ヤマハ製品についてのお問い合わせは､下記までと'うそ

北海道ヤマハ㈱

ヤマハ東北糠･･・

ﾔﾏﾊ東京㈱．．‘

ヤマハ中部(株'･･，

ヤマハ関西株i

ヤマハ中国㈱

ヤマハ四国㈱

ヤマハ九州㈱

査011－612－1060

念022-235-1031

念03－444－9971

念052－913－2121

念06－535－1671

査082-285-4911

盆0878-67-3800

竃092－472－5261

■天気予報を確認じて､無理のないセイリングを-■法規やマナーを守りましょう宮■立入禁止水域や船舶航行の頻繁な水域は

避けましょう｡■点検･整備を忘れずに｡■乗船前に､免許と法定備品の確認を｡■漁業者に迷惑をかけないようにしましょう§
●カタログこ希望の方は､艇名･雑誌名を明記のうえ､右記まで-〒438解同県磐田市新貝2500ヤーコ､発動識株式会社広報室宣伝課

寺←


